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Mパラレルシリーズとオープンシステムとの連携イメージ

ネットワークを介してMパラレルシリーズとオープンシステムが有機的に結合される｡Mパラレルシリーズはオープンサーバの一員として位

置づけられる｡

情報化の進展に伴い,PCやWSの急激な性能,使

い勝手の向上は目覚ましく,これらがネットワーク

で接続されたオープンシステムが重要な位置を占め

るようになってきている｡一方,メインフレームは

ユーザーシステムの中でスーパーサーバとしての役

割を果たし,企業の基幹情報を支えてきている｡こ

うした基幹業務システムや基幹データベースをオー

プンシステムとも連携させた形で融合させ,有効に

活用できるようにしていくことが求められている｡

そのため日立製作所は,重要な共通データをデー

*

口甘製作所ソフトウェア開発本部

タセンタで高信頼の下に管理するという"FORE-

FRONTwithCyberspace”のコンセプトに基づい

て,｢Mパラレルシリーズ+とオープンシステムをネ

ットワークを介して融合させ,ユーザーに最適なシ

ステムを提案していく｡急速な発展を続けるオープ

ンシステム環境の中でMパラレルシリーズは,オー

プンサーバの一員として位置づけられ,その上に蓄

積され,管理されている重要なデータも活用されて

いく｡
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n はじめに

近年のオープンシステムの発展はH覚ましく,メイン

フレームの位置づけも変化しつつある｡メインフレーム

は今後も企業の基幹情報を支えるシステムとして重要な

役割を果たしていくが,PC･WS･サーバなどのオープン

システムと連携して活用できることが強く望まれている｡

こうした背景から｢Mパラレルシリーズ+では,オー

プンシステムとの連携機能を大幅に強化している｡

ここでは,Mパラレルシリーズとオープンシステム上

でそれぞれ開発した各種の連携ソフトウェア,およびそ

の使われ方について述べる｡

囚 オープンシステムとの連携機能

2.1概 要

PC･WSの普及に伴ってエンドユーザーでは,PC･WS

上の表計算ソフトウェアやWWWブラウザのような流

通ソフトウェアのGUI(GraphicalUserInterface)を介

したコンピュータ利用が一般的になっている｡

このような環境からメインフレームに蓄積された思冨

なデータを利用することが強く求められている｡

Mパラレルシリーズは,オープンシステムと融合させ,

オープンシステムから活用できるようにするために,次

のような機能を持つ｡

(1)PC･WSとMパラレルシリーズを有機的に結合し,

Mパラレルシリーズ上の資源を利用する機能

(2)Ⅰ)C･WS･サーバとMパラレルシリーズを含めた

全体システムの統合運用機能

2.2 VOS3/FSを中核とした大規模DBサーバ

オープンシステムからメインフレームを大規模DBサ

ーバとして利鞘できる,次の環境を提案する｡

(1)PC上の各種表計算ソフトウェア,COBOL,DBソフ

トウェアなどからVOS3/FS上のデータベースにアクセ

スすることにより,エンドユーザーはホストDBが活用で

きる(図1参照)｡

(2)データベースがⅩDM/SDのような構造型データベ

ースの場合でも,データベース抽出プログラムⅩDM/

ⅩTやⅩDM/DSなどのデータベース通勤機能を用いる

ことにより,リレーショナルデータベースⅩDM/RD_L

の情報として活用できるようになる｡

(3)3500サーバシステムと連携して,一部のデータベー

スをサーバ._Lに配置し,サーバをMパラレルシリーズの

フロントエンドシステムとして利用することができる｡
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Mパラレルシリーズ上の基幹データベースであるXDM/

RDとWS･サーバ上のHiRDBあるいはORACLEなど

のデータベースとの間は,分散データベースの機能やデ

ータベース連携機能(データベース情報の高速一括車云送,

レプリケーション作成機能)によって連携する｡特に,

3500サーバとMパラレルシリーズの間は,チャネルで趣二

接接続することによって高速,大容量のデータ卒去送が可

能である｡

さらに,メインフレーム上に蓄えられている基幹デー

タベースを整理し抽出して,各種のデータウェアハウス

関連ツールで経営情報の分析,戦略策定を実施すること

ができるデータ環境を用意している｡

2.3 インターネット,イントラネット環境からの

大規模･高信頼性サーバとしての利用

近年のインターネット環境の発展はH覚ましく,世界

規模で大きな成長を続けている｡Mパラレルシリーズに

蓄えられた財産をインターネットやイントラネットの環境

から有効に利用したいというニーズも高まっている｡特

に企業情報システムをイントラネット環境で構築しよう
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図I VOS3/FSを中核とした企業DBサーバ

VOS3/FS上のデータペースはPC･WS上の表計算ソフトウェア

や,データウエアハウス関連ツールで活用することができる｡
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図2 インターネットからのMパラレルシリーズの利用

インターネット上のWWWブラウザから,各種のゲートウェイを

経由してVOS3/FS上の基幹業務にアクセスできる｡

とする動きも進んでおり,WWWブラウザからメインフ

レームを利用したいニーズも大きくなっている｡これら

に対J心して次のような機能を用意する(図2参月別｡

(1)分散トランザクションマネージャであるOpenTPl

のインターネットゲートウェイを利鞘した接続

サーバ上で動作するOpenTPlのインターネットゲート

×ATMl
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TP-EXtended
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ウェイを利用することにより,基幹業務であるVOS3/FS

上のXDM/DCCM3やTMS-4V/SPとインターネット間

がトランザクション処理で接続できる｡サーバと基幹業

務の間は,ファイヤウォールや各種AP(Application

Procedure)を組み合わせることにより,基幹業務に対する

セキュリティが確保でき,不止なアクセスからガードできる｡

これによr),インターネットの世界から従来の基幹業

務にアクセスできるようになり,銀行の口座照会や各種

データベース検索などの業務に適用できる｡

(2)データベースゲートウェイを利1‾口した接続

データベース検索更新ソフトウェアであるDBPART-

NERのインターネットゲートウェイ機能や,メインフレ

ーム_LのWebブラウザ連携機能を利用することによl),

メインフレームの基幹業務で蓄えられたデータベース

を,インターネットや社l勺のイントラネットの環境から

WWWブラウザを使用して検索抽出し,分散システムや

エンドユーザーで利用することができる｡

2.4 オープン環境でのトランザクション処理の実現

TCP/IPをはじめとしたオープンな環境を含めたトラ

ンザクション処理を実現するため,大規模データ コミュ

ニケーション マネージメント システムⅩDM/DCCM3

では,次の各種プロトコルに対応しており,これらをサ

ポートするプラットフォームとの間でトランザクション

処二哩を実現することができる(図3参照)｡
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図3 オープンシステムとのトランザクションでの連携

基幹系データ コミュニケーション システムであるXDM/DCCM3では各種オープン環境のプロトコルに対応しており,オープン環境から利用

できる｡
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(1)同期型AP(ApplicationProcess)間通信プロトコル

(a)Ⅹ/OPEN※‖の分散型AP開通信プロトコルであ

るⅩATMI※2)を提供しており,2相コミットを含めた

トランザクショナルな分散AP開通信機能を実現する

ことができる｡

(b)OSI(OpenSystemsInterconnection)のトランザ

クションプロトコル(OSI-TP)を提供してお-),分散

AP開通信機能を実現することができる｡

(C)OpenTPlのクライアント上のAPからRPCで呼び

出すことができる｡

(d)TCP/IPのソケットインタフェースによるAP開

通信機能を用意しており,オープン環境のクライアン

トシステムからソケットインタフェースでトランザク

ション処理を実現する｡

(2)非同期型AP間通信プロトコル

(a)IBM社のMQ(MessageQueuing)プロトコルを用

意してお-),メッセージ主導型のAP間通信を実現する

ことができる｡

この機能により,非同期型のメッセージ通信機能(相

手のAPが起動していなくてもメッセージを送信して

要求がキューイングされる機能)で,高信頼(自動リカ

バリ,ホットスタンバイなどが可能)のトランザクショ

ン処理を実現する｡

2.5 オープンシステムを含めた統合管理

日立の統合ネットワーク管理システムであるNETM

*Cm2(Network Management System/Consolidated

Management2)との連携により,WS･サーバを含めた

複合システム全体の運用の一元化を図ることができる｡

NETM*Cm2により,Mパラレルシリーズ,WS･サー

バを含めたシステム全体の集中操作や稼動状態の監視が

できる｡また,ハードウェアと連携することにより,電

源制御を行うことも可能になる(図4参照)｡

2.6 ジョブ連携

MパラレルシリーズとPC･WSなどのオープンシス

テムを組み合わせた複合システムでは,この間で連携し

た業務の実行が必要となる｡

Mパラレルシリーズでは,PC･WS上のジョブ運用管

理機能であるJPlと連携して,PC･WSとの間でジョブ

群1)Ⅹ/Openは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedの英国ならび

に他の国における登録商標である｡

※2)ⅩATMIは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedが開発したア

プリケーションインタフェースの名称である｡
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図4 オープンシステムを含めた統合管理

NETM*Cm2と連携することにより,Mパラレルシリーズとオー

プンシステムを含めた全体システムの集中監視や,電源制御を行う

ことができる｡

の連携,ジョブの自動実行を実現する｡

まずWindows上のGUIにより,ジョブの実行順序の対

応づけ(ジョブネットワーク)を定義する｡そして定義さ

れた実行順序に従って,PC･WSとVOS3/FS上のジョ

ブが自動的に実行される｡また,PC･WS上の業務プロ

グラムとVOS3/FS上の業務プログラム間でイベント通

信を行うことができるので,関連した業務を簡単に構築
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図5 PC･WSとのジョブ連携

WindowsのGU‖=より,VOS3/FSとオープンシステム間で簡単にジ

ョブネットワークを構築することができる｡
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することができる(図5参月別｡

2.7 グループウエア製品との連携

グループウエア製品である''Groupmax”と連携して,

VOS3/FS上のメールシステムであるHOAPMAILと

Groupmaxの間で,メールの送受信,掲示板の共用などを

実現する｡また,各種ゲートウェイを使用することによ

り,HOAPMAILとcc:Mail削)やインターネットのメー

ルとの間でのメールでの接続も実現している｡さらに,

各種メールシステム間でのあて先同期,交換機能を提供

するSyncWareサーバの導入で,異なるメールシステム間

でもあて先を送り合うことにより,異種メールを含めた

あて先の検索を行うことができるようになる(図6参照)｡

これにより,複数のメールシステムが混在した全社レベ

ルの大規模メールシステムを容易に構築することができる｡

2.8 暗号ライブラリ

メインフレームでは重要な機密データを扱うことが多

いが,三拝に分散環境下では,ネットワーク上の機密保護

が重安な課題になっている｡VOS3/FS上ではこうした

データの暗号化のための暗号ライブラリがある｡

暗号ライブラリでは,データの暗号,復号をサポート

しており,PC･WS上の暗号ライブラリと連携して,ネ

ットワーク上のデータの暗号化と転送されたデータの復

※3)cc:Mailは,米国LotusDevelopmeIltCorp.の商品名

称である｡

Mパラレルシリ【ズ
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国
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図7 暗号ライブラリ

暗号ライブラリの利用により,ネットワークを涜れるデータや

VOS3/FS上のデータの暗号化を行うことができる｡WS･PC上の

Keymate/Mu什iとの問での暗号化されたデータを交換することもで

きる｡

号を行うことができる(図7参照)｡

暗号アルゴリズムとしては,日立製作所が開発した公

開型の対象鍵アルゴリズムであるMULTIアルゴリズム

を採用している｡

2,9 国際標準,業界標準仕様への対応

国際標準ISO/OSIおよび業界標準TCP/IPの各種標準

仕様に準拠したネットワークインタフェースを提供し,

オープン分散システム環境に対応している｡通信メディ

アとしてもISDN(Integrated Services DigitalNet-

work),FDDI(Fiber Distributed DataInterface)など
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注:略語説明 G/W(GateWay),HOAPMAIL(川gh-1eve10bjectManagementandProcessingMailService)

図6 グループウエアとの連携

G｢0UPmaXやcc:Mailなどの異種メールシステムとの間でのメール交換ができる｡また,SyncWareサーバの導入と連携により,別メールシステ

ムのあて先情報を取り込んであて先を検索することもできる｡
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アプリケーション

プログラム

ヒューマン

インタフェース

コミニュケーション環境

アプリケーション

プロトコル

通信メディア

分散トランザクション
(TP,×ATMl)

分散データベース
(RDA)

電子メ¶ル
(MHS,SMTP)

メッセージ

(MQ)

ファイル転送
(FTAM.FTP)

ファイル共用
(NFS)

リモートコマンド

機能
ほか

⊂二重□ TCP/lP [:亘コ SNA*1 ほか

Ethernet*2 [二重□[≡亘□[二重⊂]ほか

注:略語説明など

TP(T｢ansaction Processing),SMTP(SlmPle MailTransferProtoc01).FTAM(FileTransferAccessandManagement)
FTP(F‖eTransferProtocoり.RDA(RemoteDatabaseAccess)
*1SNAは.米国hte｢nationalBusinessMachinesCo｢P,のプロトコル名称である｡
*2 巨thernetは.米国×eroxCorp.の商品名称である｡

図8 ネットワーク基盤の国際標準,業界標準への対応

OSlやTCP/lPなどの各種の国際標準,業界標準や他社プロトコルに対応している｡

の国際標準,業界標準のメディアに対応しており,

ATM削)などの新しい通信メディアにも今後対応して

いく｡

これら複数の通信メディアの共用,複数の凶際標準,

業界標準プロトコルの共存が可能であり,マルチベンダ

環境にも柔軟に対応していくことができる(図8参月別｡

他社プロトコルへの対応を図るために他社製品とも連携

しており,ソフトウエアベンダ,ハードウェアベンダと

の連携により,システム問のコミュニケーションを向上

させることができる｡

上位層のアプリケーションの仕様としても,今まで述

べてきた以外に次のようなアプリケーションプログラム

に対応した機能をサポートしている｡

(1)FTP/TELNET:TCP/IPネットワーク上からフ

ァイル転送や仮想端末で利用できる｡

(2)NFS那):NFSのファイルシステムとしてVOS3/

※4)ATMは,米国AdobeSystems,Inc.の商品名称である｡

※5)NFSは,米国でのSun加Iicrosystems,Inc.の商標で

ある｡

FS._LのデータセットやMT(Magnetic Tape)ライブラ

リがオープンシステムから利用できる｡この機能を利用

してWS･サーバ_LのファイルをVOS3/FSに接続され

ている大容量,高信頼のMTライブラリにバックアップ

しておくこともできる｡

(3)リモートコマンド機能:PC･WSのr系コマンドか

らVOS3/FS上のTSS(TimeSharingSystem)コマンド

やアプリケーションプログラムを実行することができる｡

臣l おわりに

ここでは,Mパラレルシリーズとオープンシステムを

連携するソフトウェア製品について述べた｡

これにより,Mパラレルシリーズは今後もオープンシ

ステム環境下で大規模･高信頼サーバとして活用され続

けることができると考える｡

オープンシステムの進歩は目覚ましく,基幹システム

への期待も変化していく｡今後も,顧客のこ-ズに合っ

た製品をタイムリーに開発していく考えである｡
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